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ハイライト 

 

◇７月の市況概況 ※８月の統計データは９月末に更新されるため、次号にて掲載予定 

○原油は、生産量 1,800万トン(横ばい)、輸入量は 3,500万トン(前月比 600万トン増)。輸入量が 

３カ月連続の減少から増加に転じた。 

○ナフサの輸入量は 120万トン(前月から倍増)、イラン情勢悪化前の水準に近づく。 

○製油所稼働率は、国営石油会社が 77.9％(前月比 4.6ポイント増加)、地方製油所は 55.2％(前月

比 7.9ポイント上昇)と、一部製油所の再稼働等によりいずれも上昇。 

◇８月の主な業界動向 

○グリーン化 (環境対応) の進展：グリーンアンモニア証書やグリーン電力証書価格指数の導入により、環境

価値を取引・可視化する制度整備が進みつつある。また、中国広核集団による原子力拡大や、タリム油

田・長慶油田での太陽光発電・蓄電活用等、既存エネルギー企業による低炭素電源の導入も加速して

いる。 さらに、国能寧夏煤業では石炭化学プロセスにグリーン水素を組み込む等、化石燃料依存型産業

の脱炭素化も具体化しており、中国の GXは「発電拡大」から「収益化・制度化・産業プロセスへの組み

込み」へと進展している。 

○企業の生産・技術革新：企業の生産・供給対応では、中国石油が夏場の電力需要増に合わせて天然

ガス供給を拡大し、ガス火力発電向け供給や日次販売量で過去最高を記録する等、ピーク調整機能を

強化した。  また、チベット自治区での土石流発生時には、傘下企業が石油製品や救援車両を迅速に提

供しており、エネルギー企業として災害対応・社会インフラ支援の役割も示された。 

○第三国市場展開：中国企業がインドネシアの石炭由来メタノール、南アフリカの風力・グリーン水素、タンザ

ニアの水力発電等、資源国・新興国のエネルギー転換や電力不足対応に関与を広げている。一方で、フラ

ンス船舶向けグリーンメタノール供給のように、中国国内で生産した低炭素燃料を国際海運向けに展開す

る動きも見られる。全体として、中国勢は従来型資源の高付加価値化と再エネ・水素関連技術の輸出を

並行して進め、第三国市場での存在感を高めている。 
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